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一部又は全部委託

実施・運営
方法

・橋りょうの改良及び新設
・道路拡幅計画に併せて橋りょうの新設、拡幅工事や、歩道設置事業に併せて人道橋
の新設等を年に１橋程度行っていて、その工事の設計・積算・工事管理

【委託業務内容】
設計、工事委託（委託料：3,208千円）
【工事の内容】
(仮称)高畑橋　N=1橋（工事契約額（前払金）：6,600千円）
【用地買収】
（用地購入費：5,240千円）（物件補償費：893千円）

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

・地域住民の安全性や利便性の向上を考慮すると、築造年数が経過した橋りょうや幅員
が狭小な橋りょうについて、改良及び新設により安全で快適な交通環境の形成を図る

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 2 7

都市基盤

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

道路

8

名称：

道路法

3

会計区分 施設整備系

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

《橋りょう新設改良事業》

246

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

都市建設部
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受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

18,000

53,000

コ
　
　
ス
　
　
ト

71,000

44,725

35.6

15,940

その他財源

15,940

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.00

15,940

0

0

担当係

事業類型

橋りょうの計画的な管理を進める

一般会計

地域住民組織

01,073 0

Ｈ22決算額

71,000

0

44,725

0.00

対前年比

道路課

道路係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

安全で快適な交通環境の形成を図るための手段として、当該事業を実施しています。廃
止すれば歩行者等の安全性や利便性の向上が図れなくなると考える。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

道路拡幅計画に併せての橋りょう改良及び新設事業、歩道設置事業に併せての人道橋
新設事業と大きく２つに分けられる。今後も２事業とも進めるが、歩道整備事業に併せて
の人道橋新設事業に力を入れ、通学路としてだけでなく歩行者等の安全性を図ってい
く。

歩行者の安全性の確保を図るためには、継続して計画通りに事業を進捗する必要があ
るため、現状維持と判断とした。

整備橋数

事業目的の
達成状況

道路拡幅整備を行う上で幅員が狭小な橋りょうを道路計画に併せて改良及び新設す
る。また、小中学生の通学路指定されているが、橋りょう部のみ歩道がない箇所の人道
橋の新設について毎年１橋づつ整備を進めることとしており、計画通り進めることが出来
ている。
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